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夏原グラントで実施した事業の紹介
　私たちは、京都の希少なコウモリの保護に必要な情報を収集するため、
自動記録装置を使って川沿いや森の中の分布を調べています。この 研究 
プロジェクトは、希少動物の保護と生物多様性の維持に貢献することを
目的としています。2020 年度の活動では、 超音波の録音機 を設置する
ためのフィールドワークを行いました。ソフトウェアを使って録音した 
コウモリの鳴き声の データを 解析する ことで、 地域によっての活動時
間の違いなど コウモリに関する多くの有益な情報を得ることができまし
た。また、京都と滋賀のコウモリに関する情報を 伝えるためのウェブペー
ジを作成しました。 続いて、京都の保育園児、小学生と先生方 に 向け
た コウモリの保護に 関する講義を行い 、コウモリに対する偏見をなく
すためのアウトリーチプログラム も 実施しました。

環境や地域への貢献
　生徒達のもっと知りたいという気持ちが強く、コウモリについて多く
の質問が寄せられたため、若い世代に若い世代に野生動物の保全の重要
性を伝えることができたと思います。

助成金が活きたと思う点
　夏原グラントには、フィールドワークの実施や、子どもたちと楽しく
魅力的なアウトリーチ活動を行うために必要な費用を支援していしてい
ただきました。

活動場所	 京都府、沖縄県、東京都（小笠原）など
所在地	 京都府京都市
連絡先　  〒 606-8501 京都市左京区吉田本町 
　　　　　総合研究 12 号館 405 号室、090-8530-7782　　　　　
　　　　 www.batresearch.net
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一般社団法人京都竹カフェ放置竹林問題対策活動団体の連携と教化によるパワーアップ

島コウモリ調査グループ　希少コウモリの生態調査ー保護と生物多様性維持に向かって

夏原グラントで実施した事業の紹介
　我々は放置竹林対策活動を中心とした環境保全団体です。今年度はコ
ロナで翻弄されました。主目的に掲げた連携のための集客ができなかっ
たのみならず、会員の会議も困難だったためです。竹検定を二回のうち
一回のみかつ郵送実施、竹まなびツアーは中止、冊子の刊行も中止、府
内の放置竹林の状況を府庁と共に調査しまとめる竹林マップも中途まで
で終結せず、と以上の活動は労多くして成果は散々でした。しかし代わ
りに竹セミナーは人数を絞ることやウェブ開催など、開催形態の工夫を
重ねて大幅増回し５回実施しました。また、当初着手のみの予定のドロー
ン観測が少人数でできることもあり、熱心に活動でき、かつ自治体など
との連携にも一役買ってくれました。

環境や地域への貢献
　今年度第一回竹セミナーは京都市京エコロジーセンターと、第三回は
長岡京市と協働にて開催しました。両市の行事へ協力できました。また、
ドローン空撮によって官との連携が進み、以下いずれも許可を得て、長
岡京市内の公園、淀川河川敷、京都市の洛西竹林公園などで観測しまし
た。

助成金が活きたと思う点
　収入源のない我々にとっては助成金は活動の根源です。有難うござい
ました。

活動場所	 京都市・長岡京市を中心とした京都府内
所在地	 事務所・本部：京都市左京区
連絡先　  take.cafe.kyoto@gmail.com, 070-5436-3123　　　　　
　　　　 

募集要項はダウンロード可能

←　2020 年度　募集要項

　毎年 12 月には次年度の募集要
項を作成し、滋賀県と京都府各
地の中間支援センターや環境施
設に送ります。

　同時に、夏原グラントサイト
からも同じ内容の pdf データを
ダウンロードできるようにしま
すので、ぜひご利用ください。

　右の QR コードで、要項を公
開しているページにアクセスが
できます。※ 11 月下旬～ 12 月
初旬にリリース
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徳山環境保全会彼岸花の復活による堤防環境保全と地域づくり
夏原グラントで実施した事業の紹介
　一級河川草野川の堤防に１ｋｍにわたって、毎年彼岸花の球根を植
栽し、通学路を兼ねた堤防の環境保全を行っています。開花時期には、
１０万本以上の彼岸花が堤防を真っ赤に染めるようになってきました。
この活動を集落の活性化だけでなく、市の環境整備事業のひとつとして
位置づけられるよう市関係者と協議を行いました。

環境や地域への貢献
　彼岸花をきれいに開花させるために、集落はもとより、地域のまちづ
くりセンターや多くのボランテイアの方の応援によって、何度も堤防の
草刈りが実施されています。開花時期には県内はもとより、他府県から
多くの人が訪れ、秋の憩いの場になっています。また、活動の視察に訪
れる団体も多くなり、その人達とお互いの活動についてお話をすること
で大きな刺激をいただいています。数年前から対岸のそれぞれの集落が
堤防の路肩８ｋｍにわたってコスモスを植えられ、毎年「お市マラソン」
を走る選手達や沿道の観客にきれいな癒やしの景観を提供しています。
近年では草野川の堤防が春は桜、秋は彼岸花、コスモスと地域住民の憩
いの場となりつつあります。

助成金が活きたと思う点
　場所がわかりにくかったので案内看板をたくさん製作して設置しまし
た。好評のパンフレットも増刷できました。また、草刈り刃の支給や草
刈り機を所有していない会員のための器械貸与など懸案だった多くの問
題が解決されました。当初から、ほとんど資金なしの状態で活動してき
ましたが、夏原グラントが引き金となって、自治会からも少し補助金を
いただけることになりました。

活動場所	 滋賀県長浜市徳山町地地先
所在地	 賀県長浜市
連絡先　   滋賀県長浜市徳山町 310（西川又寛）　
　　　　　090-4305-9608
　　　　       
　　　

一般社団法人秀次家臣団屋敷跡竹林を守る会八幡山城　豊臣秀次家臣団屋敷跡の
                    竹林整備と市民が親しめる環境づくり

夏原グラントで実施した事業の紹介
　毎月第二土曜日の午前中に竹林の整備作業を実施しました。2020 年
度の毎月の参加者数は約 30 名です。
　作業内容は竹ノコやチェーンソーで枯れ竹や密生した竹を伐採、整理
と除草作業です。過去 4 年半の作業の継続により竹林全体の約 4 分の 3
程度が整備されました。

環境や地域への貢献
　近隣住宅への倒竹の被害や土砂が未然に予防できたことや景観上も八
幡山南麓の整備された竹林としてよい風景となっています。

助成金が活きたと思う点
　作業の効率化を図るため助成金でチェーンソー 2 台、草刈機 1 台を新
たに購入、活用できました。また、竹ノコギリ替え刃や作業ベルトも備
えることができました。
　これらの備品や消耗品の購入、活用により毎月の作業がスムーズに実
施できたと考えます。

活動場所	 滋賀県近江八幡市宮内町地先の竹藪
所在地	 滋賀県近江八幡市新町 1-18
連絡先　   0748-32-4435、k-kazuhiko3@yk2.so-net.ne.jp 
　　　

虎御前山古墳と中世城郭保全顕彰会虎御前山の里山保全 ・ 整備活動
夏原グラントで実施した事業の紹介
　保全顕彰会の活動を始めて１０年が経過し、これまでの測量の成果を
報告集（１）として刊行することができました。本年は報告書を基に読
み物資料として、虎御前山の自然や歴史と共に、山にまつわる伝承など
も掲載し発行することとしました。8 月から毎月編集会議を開き取り組
んできました。

環境や地域への貢献
　山の整備が進み、里山としての価値や大切さについて思いを新たに、
また深くすることになったと思います。春と秋の整備作業にはいつも多
くの方に協力していただいています。山を訪れる人も古墳や城郭などの
遺構を楽しんでいます。

助成金が活きたと思う点
　報告書や読み物資料を発刊できたことが第１のことと思います。報告
書（１）では古墳や城郭の遺構を詳しく説明し、本会の活動の一端を紹
介しました。本年の読みもの資料は「虎御前山の風と音」と題して、地
域に残る餅の井や虎御前の伝承、懐かしい方言集など盛り込みました。
多くの人に読んでもらい、里山保全への関心を高めたいと思います。

活動場所	 滋賀県長浜市虎御前山
所在地	 滋賀県長浜市三川町 1632-2　虎姫時游館
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猪子山・地獄越え周辺の山道を良くする会猪子山 ・ 地獄越え山道整備事業
夏原グラントで実施した事業の紹介
　当会は猪子山・地獄越え周辺の山道の朽ちた丸太を取り替える活動を
続けてまいりました。コロナ禍でしたが、4 月から 6 月までは、当初の
計画通り順調に活動を進め、120 本の丸太を取り替え、暑期となる 7 ～
8 月の休止期に入りました。この休止期中に、主要メンバーの予期せぬ
アクシデントから活動の継続が困難となってしまいました。何とか 9 月
から 11 月までの 3 か月間は、毎月 30 本づつ計 90 本の取り替えを行い
ましたが、誠に残念ながら、道半ばで活動を終えることになりました。

環境や地域への貢献
　JR 能登川駅から５分という猪子山登り口から八日市太郎坊への山道
は、丸太の整備とともに年々人気のトレッキングコースに育ってきまし
たが、今年度はコロナ禍に阻まれてイベントも中止せざるを得ませんで
した。

助成金が活きたと思う点
　本事業は「丸太の取り替え」に必要な丸太と金具の調達が主力で、こ
の資金調達を夏原グラントのおかげで続けてこれたものです。スタート
時と比べると、見違えるように美しい山道にすることができました。こ
こで途切れるのはまことに残念ですが、人あっての事業ですので止むを
得ません。また、いつの日か再度挑戦できる日のくることを願いつつ、
終わらせていただきます。ご支援、本当にありがとうございました。

活動場所	 滋賀県東近江市能登川地区及び五個荘地区
所在地	 滋賀県東近江市能登川町
　　　

ボランティアグループ：
森の風音都市公園で育むナチュラル ・ ガーデンとナチュラル ・ キンダーガーデン                        

滝区ササユリの里づくり委員会滝区ササユリの咲きほこる里づくり

活動場所	 滋賀県営都市公園「びわこ文化公園」
所在地	 滋賀県大津市瀬田大江町横谷 1-5 
　　　　　　龍谷大学金子研究室内
連絡先 　  TEL・FAX　077-544-7209
                      rkaneko@soc.ryukoku.ac.jp

夏原グラントで実施した事業の紹介
　滋賀県営都市公園「びわこ文化公園」の西ゾーンで活動する環境ボラ
ンティア：森の風音が、2001 年から、間伐、植樹、遊歩道整備、さら
には日本在来の植物で構成する自然風庭園（ナチュラルガーデン）づく
りなどを進めて、来園者が憩える場づくりを行っています。
　そこに、野外保育「せた♪森のようちえん」（ナチュラル・キンダーガー
デン）が 2012 年から活動を始めて、協働して事業を進めています。

環境や地域への貢献
　住宅地に近く、多くの県民が訪れるびわこ文化公園の西側の里山ゾー
ンを整備して、公園の活性化に寄与しています。そこでは、生物多様性
を意識して、生息する動物の食餌となる植栽を進めてきました。一方、
植生を乱すシカやイノシシの駆除対策も行っています。

助成金が活きたと思う点
　主として、草木の苗を購入して、長さ 100 ｍ、幅 30 ｍの広大なモミ
ジ林下に日本在来の植物で構成するジャパニーズ・ナチュラルガーデン
づくりを進められました。また、森のようちえんで使用する道具類も購
入できました。

夏原グラントで実施した事業の紹介
　高校の協力も得ながら地域の３世代が力を合わせ、里山の環境保全や
ササユリの増殖を通じ互いの交流を図っています。このことで、次世代
の育成や良好な地域社会の推進につながります。この取組みを広く知っ
ていただくため、コロナ禍の中、夏原グラント事務局（しが NPO セン
ター）の助言でオンライン鑑賞会を実施しました。また、多くの来訪者
を見込んで視察案内パンフレットを作成しました。

環境や地域への貢献
　この事業も開始から１３年が経過し、里山にもササユリが見られ、近
隣からも視察者が訪問されるようになってきました。地域住民みんなで
育てる活動は、ササユリの復活だけでなく、地域の活性化、人づくりに
も役立っています。

助成金が活きたと思う点
　ササユリの育苗で一番困難な夏場の高温多湿な条件を回避するため、
被覆資材を購入でき、安定した苗づくりができるようになりました。先
進地視察により新しい交流相手ができました。オンライン鑑賞会を実施
し自信を得たことで、ＳＮＳによる情報発信を新たに行います。視察案
内パンフレットも作成できました。

活動場所	 滋賀県甲賀市甲賀町滝
所在地	 滋賀県甲賀市甲賀町滝 855
連絡先 　  TEL090-1145-2601
                      甲賀町滝 825-2　渡邉健三
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滋賀のオオサンショウウオを守る会滋賀県のオオサンショウウオに関する調査 ・ 研究

夏原グラントで実施した事業の紹介
　滋賀県に生息する特別天然記念物・オオサンショウウオを守るため、
様々な調査・研究・保護活動をしています。現存する日本固有種の集団
を守るため生息状況の調査や地域の方々に参加頂く生物観察会など、啓
発活動も行っています。さらに、他の地域で中国種との交雑による遺伝
子汚染の問題は深刻化しており、注力している課題です。

環境や地域への貢献
　本会の活動を知った団体から観察会コーディネートの打診がありまし
た。残念ながら都合がつかず実現できませんでしたが、我々の活動を知っ
て興味を持って頂き、活動の手ごたえを感じました。また、オオサンショ
ウウオの生息河川の河川改修工事の際、県・市からの要請で、オオサン
ショウウオ保護の為の提言を行い、生息環境への工事の影響を抑えられ
たと考えています。

助成金が活きたと思う点
　各個体に標識する IC チップのリーダーが購入できたことで、より効
率的に調査ができるようになり、非常に助かりました。また、遺伝子鑑
定と環境 DNA 解析を研究機関に委託することで、科学的な根拠に基づ
く事業展開ができました。

活動場所	 滋賀県
所在地	 滋賀県高島市永田 856（岡野方）
連絡先 　  siga.oosannmamoru@gmail.com
                      

特定非営利活動法人京都桑田村2020 年度桑木クヌギ植え付け事業
夏原グラントで実施した事業の紹介
　たかつかさ保育園児年長組が年間３回来村して、田舎体験をしています。
夏と秋は合宿で古民家に宿泊し、春は日帰りで来村して、桑木を卒園記念と
して植樹します。夏合宿は新型コロナ禍で中止しましたが、秋合宿は卒園園
児 27 名と園長や保育士、親御さん等が 17 名参加し、会員と昔遊びや稲穂の
脱穀体験、川遊び、夕食つくりなどで交流しました。モンドリを引き上げ魚
取りを楽しみ、桑畑で虫取りなどをしながら先輩が卒園記念で植えた桑木を
見つけては記念写真を撮って楽しみました。新型コロナ禍で卒園記念植樹会
は、保育園の園長や担任の保育士が園児に替わって来村され、桑木を会員と
一緒に植え付けました。

環境や地域への貢献
　情操教育として蚕の飼育をしている保育園から桑葉の提供の依頼を受けま
した。また、保育園と縁がある染織家の伊豆蔵明彦氏からも依頼を受け、桑
葉の提供を行いました。この取り組みから桑木の育成に力が入り、会員にも
生産意欲が生まれてきました。元々養蚕が盛んな地域でもあり、高齢者の培っ
た技術や知識を生かせます。

助成金が活きたと思う点
　助成金をいただくことで桑の苗木の購入とクヌギの育成や植え付けができ、
保育園や染織家への桑葉の提供が可能になりました。荒廃しつつある里地に
桑を、里山にクヌギを植えることで手入れができました。取り組みを通して、
高齢者の繋がりが深まり、会員の元気づくりに貢献ができました。また、卒
園した園児が来村し、桑畑で同窓会が開かれるなど「関係人口」が増加して、
地域活性化に大きく役割を果たしてきました。

活動場所	 京都府南丹市美山町豊郷
所在地	 京都府南丹市美山町豊郷向谷 17 番・18 番合地 1
連絡先 　  理事長 柿迫義昭 TEL 0771-76-0040,090-8820-3959 
　　　　   FAX 0771-76-0049,fuaje509@cans.zaq.ne.jp
                     

中世木ビジョン委員会中世木の里山 ・ 棚田を守るプロジェクト
夏原グラントで実施した事業の紹介
　夏原ファーストステップで作成した中世木ビジョン委員会「マンダラ
チャート」に基づいて、今年度も活動予定でしたが、コロナ禍により、
地域外からの参加は止め、地域内でも検温、消毒、密を避け、主に屋外
活動を行いました。自然を守るワークショップでは、集落のおとなから
集落の子ども達（3 人）が学ぶとして計 10 回のワークショップを行い
ました。延べ 200 名近くが参加しました。
　9 月には里山の杉皮を使った染色体験、「新米まつり」を開催、10 月
には里山でどんぐりを拾ってアクセサリー作り、12 月には地元の山を
みんなで知ろうと「中世木の山歩き」を行いました。この地域が都の燃
料（薪、炭）を賄っていたことを知りました。これらを通じて、地域の
人たち、子ども達が地域のよさを認識しました。子どもの遊び場づくり
として周りに植樹をしました。

環境や地域への貢献
　地域の子ども達、人達に地域の自然を学ぶワークショップを開催した
ことで、自然の恵みの感謝、自然を守ろうという意識が一層醸成されま
した。特に、子ども達には自然体験を通じて、自然の素晴らしさを体感
しました。

助成金が活きたと思う点
　助成金により、活動が活発化しました。来年以降も、参加費や協力金
により自立運営を目指していきます。

活動場所	 京都府南丹市日吉町中世木
所在地	 京都府南丹市日吉町中世木赤部 8
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特定非営利活動法人八幡たけくらぶ放置竹林整備事業
活動場所	 京都府八幡市
所在地	 京都府八幡市八幡平ノ山 85
連絡先     TEL：075-982-3695、ytc2016@cap.ocn.ne.jp
　　　　　

夏原グラントで実施した事業の紹介
　京都府八幡市男山周辺の里山で、荒れた放置竹林の整備活動を行って
います。景観保全のために、竹の皆伐・間伐・除伐・下草刈り・粉砕作
業などを行い、竹林と雑木林の分離共生を図り、里山の維持管理活動を
実施しています。

環境や地域への貢献
　整備された竹林は景観も美しく、自然環境も保全されます。竹林と雑
木林を分離することで周りの樹木の活性化にも役立ち、河川水を清らか
にし、適切な生態系の維持につながると考えています。市民参加型の竹
林整備体験や男山散策道（３コース）の補修整備も実施し、環境保全の
大切さを学ぶことができました。また、展望台周辺庭園の植栽整備にも
力を入れており、四季折々の花を咲かせることで、観光客や散策者から
感嘆の声が寄せられています。

助成金が活きたと思う点
　竹林整備に必要な器具類・チェーンソーや刈払い機などの燃料、竹専
用ノコギリの替刃・作業道 / 散策道確保用の安全ロープや木杭などの消
耗品の購入。また、8 か所にまたがる竹林への交通費、植栽用肥料の充
実など、大いに活用させていただきました。

２012 年度からの活動報告書

夏原グラント活動報告書
　２012 年度から毎年、夏原グラントでは助成
を受けた活動の報告書を作成しています。団体
から画像と原稿を提供していただき、作成して
います。

全年度ダウンロードが可能
　夏原グラントサイトには、毎年 pdf データと
して公開していますので、どれでもダウンロー
ドしてご覧いただけます。
　右の QR コードからアクセスできますので、ど
うぞご利用ください。（下方へスクロール）

助成金の応募状況と各年度の助成金総額

　同じページの上の部分には、毎年の応募状況
や助成総額なども表に
していますので、応募
数、採択数もわかりま
す。

2012 年度 2016 年度 2018 年度
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滋賀県苗木ネットワーク近江の苗木ニューブーム推進事業
　　　　　　　　　　　 　　　　　　～全国植樹祭を成功させよう～
活動場所	 滋賀県全域
所在地	 滋賀県高島市朽木岩瀬 182
連絡先       080-1467-04198( 金子 )

夏原グラントで実施した事業の紹介
　 滋賀県苗木ネットワークは林業関係者等が集まり滋賀県産苗木の普及
と全国植樹祭にむけてのイベント活動や獣害対策の課題を検証し、滋賀
県林業の活性化を目的に活動しています。種の採取から始まった活動は、
全国植樹祭にむけて、イベントの開催・獣害対策の検証・ドローンを活
用した林内の点検など、夏原グランドの助成金のおかげでたくさんの課
題と向き合い、滋賀県林業を活性化する有意義な活動を続けてこられた
と感謝しています。

環境や地域への貢献
　流通していない苗木用種子の採取をし、山に植える苗木の普及を行う
ことで、地域の環境活動に貢献してきました。獣害対策の低コスト化も
検証し、点検の労力削減にドローンを活用し、コロナ対策として３密を
回避する活動を実施しました。

助成金が活きたと思う点
　全国植樹祭の応援・滋賀県全域でのイベント活動や獣害対策の労力削
減など、資金なくてはできない活動です。大変ありがたい支援を頂きま
した。

山中比叡平里山倶楽部野鳥の気持ちを知るプラットフォームづくり
活動場所	 滋賀県大津市比叡平
設立年	 2010 年
会員数	 20 名
連絡先　   担当：福田孝男  fktakao@mwa.biglobe.ne.jp
　　　　   TEL:090-1025-5151   HP  

夏原グラントで実施した事業の紹介
　私たちの活動も数年を経て、地域住民が自由に出入りするようになり
ました。それだけに、不用意に荒らされる場面も見られるようになって
います。住民参加の活動を通じて、自然と共生する考え方を広めていき
たいと考えています。

環境や地域への貢献
　地域の人々の体験活動への参加を求めることで、里山の楽しさを肌で
感じていただいています。
　2020 年度は、コロナの影響で小学生の参加する活動が中止されまし
た。自然の中の活動は、むしろ積極的に進めてもよいのではないかとも
考えています。学校側もその判断で再開したいとしているようです。

夏原グラントで実施した事業の紹介
　 コロナの影響で活動が制限される中、「何もしない」ではなく「何が
できるか」模索し、秋には「水郷とヨシを楽しむ」イベント、冬に「ヨ
シ刈り体験」を実施しました。また、学生の協力を得て、動画を作成し、
ユーチューブ等で発信しました。

環境や地域への貢献
　当初、活動を始めたときは、地域外の人が中心になっていましたが、
近年は地域内の熱心な人たちと一緒になってお互いの利点を活かしなが
ら、協力して、取り組めるようになってきました。

助成金が活きたと思う点
　助成金のおかげで、イベント等を開催する資材の購入や参加者の水郷
巡り乗船料の一部補助ができました。また、動画作成には、若い人の技
術や感性が必要なことから、奈良教育大学の協力を得ることが必要とな
り、その制作謝礼や交通費に充てることができました。

活動場所	 滋賀県近江八幡市円山町
所在地	 滋賀県近江八幡市円山町
　　　　　HP



活動場所	 滋賀県米原市小泉 1 番地　コイズミ棚田
所在地	 滋賀県米原市小泉 1 番地
　　　　 　 

夏原グラントで実施した事業の紹介
　伊吹くらしのやくそう俱楽部は、米原市北部、伊吹山のふもとに広が
る棚田にあります。2018 年度から夏原グラントの助成を頂き、2020 年
度で 3 年目、最終年度になりました。3 年間にわたってたくさんのボラ
ンティアの方々に助けていただき、耕作放棄された棚田を開拓し、農地
に戻してきました。

環境や地域への貢献
　昨年春からは新型コロナの影響で滋賀県棚田ボランティアも休止と
なって、大勢での開拓作業は難しくなりましたが、この 3 年間で約 2ha
ほどを農地として復活することができました。棚田を継続させることが
山・森・様々な動物や植物を守ることと、これまでも環境省の「モニタ
リングサイト里地 1000」で調査をしてきていますが、昨年からはニホ
ンミツバチの調査やイブキカリヤスの採集・栽培も開始、これからも環
境を守る活動を自分たちなりにこつこつと、あきらめずにしていこうと
思います。

助成金が活きたと思う点
　開拓に必要な重機などがレンタルでき、助成金で運搬車を購入できた
りしたので開拓がはかどりましたし、このような取組を理解し、応援し
て下さっているということが、とても大きな励みになりました。3 年間、
ありがとうございました。

夏原グラントで実施した事業の紹介
　中山間地の耕作放棄地を小豆畑に戻し、無農薬で化学肥料を使わずに
小豆を栽培、有機自然食材で、甘味防災保存食のぜんざい「いざぜん」
を製造販売。コミュニティビジネスを実践し、地域のマンパワーで農業
環境を維持しようとするものです。

環境や地域への貢献
　コロナ禍で地域グループの活動も大きく制約を受け、いくつかの事業
を断念しました。それでも、小豆の栽培加工事業は、密を避けた作業を
意識して、例年どおりに実施できました。収穫できた小豆で作った長期
保存レトルトパックのぜんざいを地域拠点病院のコロナ対応医療従事者
の方々に 100 パック寄贈させていただき、感謝とエールを送りました。
米原市ふるさと納税返礼品に採用され、ささやかながら市の税収増加に
貢献できました。道の駅での地域産品としての販売も好調です。

助成金が活きたと思う点
　3 年間支援をいただいたことで、地域グループが取り組む事業の質的
な向上が図れました。デザイナーによるパッケージの製作、表示シール
印刷、新しい獣害対策の試行、農作業環境の改善等々です。
　今後、後継者を早期に育成し、WEB での販売強化にも注力して事業を
継続発展させていきます。

夏原グラントで実施した事業の紹介
　今年度は新型コロナウイルスの影響で、野外ではありますが検討して
いたイベントは中止し、「松茸復活プロジェクト」と称した荒神山の松
茸を復活させるための里山整備事業に集中し、地域のゆるやかな居場所
づくり、荒神山とのつながりの創出を行いました。

環境や地域への貢献
　里山整備をしたことによる里山保全への貢献、荒神山の薪を石寺町の
民家の薪ボイラーとして使用したことによる循環型のエネルギー消費に
貢献しました。

助成金が活きたと思う点
　里山整備にはチェーンソー、草刈機などの機械が必須なのですが、替
え刃やオイル等機械の維持費を会費から捻出するのは困難なため、活用
させていただきました。今年度は里山活動用の備品を中心に購入させて
いただき、非常に助かりました。ありがとうございました。

活動場所	 滋賀県彦根市
所在地	 滋賀県彦根市石寺町 1263
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特定非営利活動法人甲賀の環境・里山元気会里山の整備保全と地域との交流活動

活動場所	 滋賀県甲賀市水口町松尾松の本
所在地	 滋賀県甲賀市水口町松尾 362-22
連絡先　  TEL 090-6206-1515、44tyuf1518@ac-koka.jp( 藤井 )
　　　　      

夏原グラントで実施した事業の紹介
　今年度はコロナ禍の中、春・夏は里山体験がすべて中止となってしま
いましたが、夏原グラントの助成を受けた森の音楽会は、規模を縮小し
て無事に終了しました。今年度は第三回目となり、地元の自治団体の協
力を得て楽しく開催でき、次年度もコロナ禍でも継続することになり、
プロジェクトチームで内容を検討することになりました。また、秋のキ
ノコ観察教室では『夢の学習』の団体とコラボを組んで実施。次年度も
継続していくことになりました。コロナ禍でしたが、地元の皆さんとな
んとか交流がでてよかったと思います。　　

環境や地域への貢献
　音楽会を開催したことにより、里山の存在や活動の内容が進みました。
その結果、積極的な広報活動を中止したにもかかわらず、音楽会には近
くの自治会等多くの参加者を得ました。また、他の環境団体やボーイス
カウト等とのコラボも始まり、これらは継続してこそ効果があるため、
一過性に終わることなく継続できるようにしていきたいです。

助成金が活きたと思う点
　助成金により音楽会が継続して開催できる目処が立ち、地域の皆さん
と共に交流できる機会ができました。ありがとうございました。

所在地	 滋賀県草津市
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夏原グラントで実施した事業の紹介
　 感染症対策に万全を期して、例年通りヨシ灯り展を開催することがで
きました。当初は規模を縮小して近江八幡市内だけでの実施を考えまし
たが、出展を希望される方が多く、広い範囲の地域から 308 点もの作品
が集まりました。また、学校独自でヨシ灯り展をしたいとの要望に応え、
市内の小学校と高校、甲賀市の小学校に素材を提供し、スタッフも参加
して小さなヨシ灯り展を開くことができました。

環境や地域への貢献
　参加してくれた学校では、琵琶湖環境学習の取り組みを進め、スタッ
フも講師の一員として授業に参画し、その中で西の湖に生えるヨシを
使ったヨシ灯りを制作するという流れができてきました。また、フロー
ティングスクールの学習の中でも、西の湖のヨシを使った活動が取り入
れられ、ヨシと水環境の学習が県下に広がることを期待しています。

助成金が活きたと思う点
　厳しい社会情勢で、協賛金が例年になく少ない中、助成金のおかげで
例年通りの安全対策を講じると共に、制作活動に係る消耗品も不足なく
賄うことができました。

活動場所	 滋賀県近江八幡市安土町下豊浦地先　西の湖周辺
所在地	 滋賀県近江八幡市土町下豊浦 4660
　　　　　安土コミュニティセンター
　　　　　

夏原グラントで実施した事業の紹介
　若草の町ができて 37 年、住民の高齢化（45％）に伴い、自分で庭木
の手入れができない高齢者、また空き家も増加傾向にあり、町の景観悪
化に繋がりつつありますが、本年度は高齢者宅 26 軒、空き家 17 軒の庭
木の手入れを実施することができました。（2019 年度実施軒数 36 軒）

環境や地域への貢献
　町の景観が保たれ、不法投棄も減り、防犯防災対策にも繋がり、安全
安心な町の実現に繋がってきています。昨年「空き巣」が４件発生しま
したが、何れも空き家の隣が狙われており、空き家対策は急務です。本
年は空き巣の発生もなく、空き家対策について草津警察署から感謝の言
葉を頂きました。荒れ果てた町並みは町全体の価値を下げてしまう要因
にもなり、新しい入居者を拒む要因にもなりますが、新規入居者も増え
つつあり、空き家の増加抑制にも繋がってきています。本年度は特に若
い子育て世代の入居者もあり、久しぶりに町に子どもの声が聞かれるな
ど、町の活性化にも繋がってきています。

助成金が活きたと思う点
　3 年間にわたる助成金で用途別の軽量で使いやすい器具類を揃えさせ
ていただき、安全に・気持ちよく・効率的に作業をすることができ大助
かりでした。



特定非営利活動法人こそだてママ net鹿背山おやこの森の kichi
夏原グラントで実施した事業の紹介
　鹿背山おやこ森の kichi 事業は京都府木津川市周辺の親子を対象とし
た自然体験活動です。活動地は地元の整備団体さんが 10 年ほどかけて
整備された整備地を活用させていただいています。プレクラスは未就園
児の親子、ファミリークラスは年中以上の親子が対象です。毎月１度、
午前は団体さんのサポートのもと整備活動をし、昼食後は整備地で子ど
もたちが思い思いに過ごします。その間、保護者はティータイムの時間
をもって団体さんや保護者同志で交流の時間をもちます。

環境や地域への貢献
　この活動の目的の一つでもあった高齢化した整備団体の後継者育成に
ついても、結果が残せました。この活動を通して関わってくださった各
整備団体さんに一組以上のご家族が新たに入会されました。1 年に 5 家
族が入会された団体もあります。

助成金が活きたと思う点
　これは、3 年間の継続的なご支援があったからこそ、私たち主催団体
も段階的な活動目標を掲げ、スタッフの育成や活動の継続ができました。
まさに継続的な助成金が人材育成に役立った、と実感しています。

活動場所	 京都府木津川市
所在地	 京都府木津川市山城町平尾西方儀 38
連絡先　　kmamanet@gmail.com
　　　　　  　  　　　　

活動場所	 京都府京都市左京区久多自性寺谷
所在地	 京都府京都市山科区四ノ宮大将軍町 15
連絡先　   beavernomori@gmail.com
　　　　　   
　　　

自然住宅情報ひろば久多の山と遊ぶビーバーの会
夏原グラントで実施した事業の紹介
　京都市左京区久多の長年放置されていた山の保全整備活動と宇治田原
町の松茸山整備に伴う薪作りを行っています。また、毎年開催していた

「木」に関わる講演はコロナのため中止しました。屋外の活動も４・５
月はすべて中止しました。久多では、台風による倒木の使い道としてウッ
ドデッキの製作を主に、希少種の保護をしました。宇治田原では、松茸
山の整備で伐った木を薪にすることで、バイオマスエネルギーの普及に
も努めています。

環境や地域への貢献
　風倒木の使い道としてウッドデッキを製作中ですが、地域の方の理解
と協力によって立木伐採や山からの運び出しなど、山作業の体験をさせ
ていただきました。また、希少種の保護（大雨等で流される可能性が高
い種を安全な場所に移植）たくさんの花が咲き株も増え、環境保護に貢
献できたと思います。

助成金が活きたと思う点
　倒木処理作業を地元の林業家の方にお願いすることが助成金によって
でき、活動内容が充実しました。また、これまでの 10 年という活動の
中で覚えた植物の名前や花の開花時期などをまとめた植生マップや写真
集も完成しました。観察会を引き続き開催いく中でこれらを教材として
活かし、たくさんの方に山に興味をもっていただきたいと思います。
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夏原グラントで実施した事業の紹介
　本年より「重利の山を守る会」に近隣の先端科学大学の学生がボラン
ティア活動として参加してくてるようになりました。コロナ禍ではあり
ましたが、私たちの活動は外が基本で【親と子の木工教室】【渋谷菜津
子チェンソーアート】【森のコンサート】と、3 つのイベントも時期を
遅らせ開催することができました。

環境や地域への貢献
　伐採を含む山の整備もコロナの状況を見ながら定期的に行うことがで
きました。学生がボランティア活動として参加してくれるようになり、
山の会に活気が出てきました。イベントにも積極的に参加してくれ各イ
ベントの動画制作、企画等新しい提案をしてくれ、会員と楽しく事業を
進めています。今後、学生と共に地域の交流の場所づくりをしていく予
定です。

助成金が活きたと思う点
　イベントの出演料、木工講師の謝金、チラシの制作等継続して開催で
きました。山の会でのチェンソー、製材道具等山の備品として必要な機
材を購入することができました。

活動場所	 京都府亀岡市曽我部町重利山ノ下
所在地	 京都府亀岡市曽我部町重利山ノ下 21-8
連絡先　   090-3677-1229、kiyosumi@zeus.eonet.ne.Jp
　　　　　   

里山の保全　地域のコミュニティづくり 重利の山を守る会
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夏原グラントで実施した事業の紹介
　東近江市内の里山を守る活動をしたいと思っていた当会と自分達の力
では整備ができず困っていた梵釈寺の思いが重なり、夏原グラントの助
成を受けて始まった保全活動でした。ご住職と檀家さん、当会のボラン
ティアメンバーとで月に一度、6 年間活動してきました。「困っている
人の力になりたい」との思いで続けてきた活動でしたが、助成金は活動
を継続させるために大変有難いサポートでした。

環境や地域への貢献
　梵釈寺に生息する動植物では、滋賀県の希少種が発見されたり、分布
が広がったり、こつこつと積み重ねてきた活動成果が多く見られていま
す。また、人の手が入らず荒れた裏山は、すっかり気持ちのよい里山に
蘇っています。現在は人々が自然に親しみ、また人と人がつながるコミュ
ニティの場所としての活用が始まっています。

助成金が活きたと思う点
　どうやって取り組めばいいのかわからなかった事業が、人の思いと行
動と助成金のお陰でこんなに素晴らしい成果となって返ってくるものな
のだと、当会にとっても多くのことを経験し、成長させていただいた事
業でした。

特定非営利活動法人 里山保全活動団体  遊林会Re　梵 ( リボーン ) 大作戦
            ～梵釈寺から始まる里山の再生～
活動場所	 滋賀県東近江市
所在地	 滋賀県東近江市建部北町 531
                             河辺いきものの森ネイチャーセンター
連絡先	 0748-20-5211、ikimono@e-omi.ne.jp  
 　　　　　         

夏原グラントで実施した事業の紹介
　例年通りの傷病鳥へのリハビリテーションおよび野生復帰後の発信機
を用いた追跡を実施したほか、初の大規模勉強会（講演会）を実施しま
した。

環境や地域への貢献
　今年度より本格的に滋賀県全域の傷病鳥獣二次治療（リハビリ）を請
け負いました。これまで救護ドクター治療後にリハビリをせずに放野し
ていた個体や、放野できる状態にすることのできなかった個体のケアが
できるようになり、放野率および生存率の向上に寄与できたのではない
かと思います。

助成金が活きたと思う点
　今年度は通常通りの発信機を用いた追跡調査の他、法律専門家を招聘
し、琵琶湖博物館との共催で、初のオンライン講演会を実施しました。
コロナ禍での開催ということで、急遽会場からオンラインのみへ変更と
なりましたが、場所を選ばないオンラインの強み、全国各地から約 70
名の方にご参加いただき、傷病鳥獣救護に関する法規について、知識を
深めることができたと共に、当団体の周知にも役立てることができまし
た。

放鳥 ’s野生傷病鳥獣の救護追跡事業
活動場所	 滋賀県高島市中心に全域
所在地	 滋賀県高島市
連絡先　   滋賀県高島市安曇川町青柳 2032-67   
　　　　   houchoooooz@gmail.com
　　　　    　  　 

夏原グラントのロゴマークです。「夏」の文字をデ
ザインし、オレンジ色で元気を表現しています。採
択された事業のチラシや購入品にはこれを表示して
いただいています。　　

採択団体には夏原グラントサイトへのリン
クをお願いしています。その時使っていただ
くリンクバナーです。　

ロゴマークとリンクバナー



　本報告書では、助成団体の皆さんから届いた画像を中心に、表紙と裏表紙にも掲載しています。詳
しい活動内容は本文をご覧ください。
■表紙

①横山森林公園の活性化／横山はらっぱ倶楽部     …………………………………………………………………P.6
②京都・滋賀でのコミュニティファームの設立／
　　　　　　　　　　　　　　　滝美土里ファーム・コミュニティファーム実行委員会 ……………………P.8
③広げよう！森林環境学習活動／フィールドソサイエティー ……………………………………………………P.9
④八島ふれあいの森づくり（世代をつなぐ里山の保全管理活動）／八島里山づくり委員会………………… P.6
⑤希少種の保全　ヤマトサンショウウオの生息環境保全／
　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人亀岡人と自然のネットワーク …………………………P.9 
⑥みんなで創る走井（はしり）の里／明日の走井を考える会 ……………………………………………………P.7

⑦子供向けの自然学習及び、生物調査／ Tread……………………………………………………………………  P.6
⑧道普請ツアーと東屋つくり／上宮津・杉山エコガイドの会…………………………………………………… P.8　
⑨草津市志津南学区地区内調整池等の雑草地整備／志津南『芝桜プロジェクト』…………………… ………P.7
⑩大津市内小学校の緑化・美化活動／滋賀県レイカディア大学同窓会　大津支部…………………………… P.8
⑪滋賀県のオオサンショウウオに関する調査・研究／滋賀のオオサンショウウオを守る会………………… P.13
⑫子ども自然観察会／桂坂野鳥遊園子ども自然観察会…………………………………………………………… P.9

⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫

① ② ③

④ ⑤ ⑥

■裏表紙
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　採択事業団体の中で 2020 年度に表彰されたことがあるかどうかを尋ね、回答があった団体の紹介
をします。2021 年度も皆様のますますのご活躍を期待します。

(1) 受賞年月 (2) 主催団体名 (3) 評価された点

表彰状

（1）2020 年 6 月 2日
（2）公益社団法人　日本河川協
会
（3）2013 年以来の活動で、琵琶
湖に流入する草津市の伯母川流
域で草刈り、浚渫や芝桜の植え
付けの実施、地元小学校の河川
をテーマとした学習支援など、
河川愛護活動や河川環境保全に
貢献した点が評価されました。

ＮＰＯ志津南環境美化
　　　　　ボランティアの会

表紙・裏表紙の写真の説明

表彰された団体の紹介

一般社団法人　京都竹カフェ
特定非営利活動法人

　　　　　こそだてママ net

京都環境賞（佳作）	

（1）2021 年 1 月 7日
（2）京都市
（3）コロナ禍でも環境保全啓発
活動を継続している点を評価さ
れたと思います。

 「コロナ禍での環境保全啓発活
動」
https://www.city.kyoto.lg.jp/
kankyo/page/0000279219.html　

京都府子育て支援団体認証制度
認証団体 13 号	

（1）2020 年 8 月
（2）京都府　健康福祉部こども・
青少年総合対策室母子健康係
　（きょうと子育てピアサポートセ
ンター）
（3）子育て支援団体同士のマッチ
ングや、これから子育て支援団体
を立ち上げようとする方々の支援
活動等の実績が認められ、京都府
より表彰と認定団体としての認可
を受けました。
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　2020 年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受けての始まりでした。3月に開催した選考会で
は、例年の公開プレゼンテーションを参加数を限定して開催しました。4月 18 日に予定していた贈
呈式は、残念ながら中止という決断になりました。贈呈式は交流会も兼ねていたことから交流の機
会をつくるこができませんでした。
　5月には、助成を受けている団体の皆さんに、コロナ感染症で困っていることはないかとメール
で問い合わせを行い、事業内容の変更などへの対応をアドバイスしました。
　選考委員を講師として毎年開催している「市民環境講座」は、2ヶ月繰り下げ 8月 8 日と 9月 6
日に開催しました。コロナ感染拡大防止のために、オンライン併用での開催としました。
　11 月から 12 月にかけて実施している次年度助成金の説明会、相談会は、例年、滋賀と京都の複
数会場で実施していますが、2020 年度も会場での実施も行いながら、オンラインでの相談対応もし
ました。
　これからの相談やヒアリングにオンラインでの実施は可能性を感じました。
                                                                                                                                                                         事務局
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この紙は「びわ湖の森を元気にする」kikitoペーパーを使用しています。

運営事務局
　認定特定非営利活動法人　しがＮＰＯセンター
　〒523-0893　滋賀県近江八幡市桜宮町 207-3                                                                                                           
　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｋ＆Ｓビル３Ｆ
　 TEL&FAX：0748-34-3033
   shiga.npo@gmail.com　
　https://shiganpo.wixsite.com/website-1

主　　　催
　公益財団法人　平和堂財団
　〒522-8511　滋賀県彦根市西今町 1 番地
                                          ㈱平和堂本部内
　TEL：0749-23-4575　FAX：0749-27-4180
　https://heiwado-z.jp/
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